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インストレーションプ
ロセス

次の図では、Autodesk Navisworks 2013製品のインストールプロセスの主要な部分
を示します

インストレーションウィザードを実行すると、ユーザが使用できるインストールパス

がいくつかあります。

■ 個人のユーザや小グループの場合には普通のインストールが推奨されます。重要な点は、イ

ンストールプロセスを各コンピュータそれぞれに対して繰り返し行うということです。これ

は、スタンドアロンライセンスで唯一有効なインストレーションタイプですが、マルチシー

トスタンドアロンまたはネットワークライセンスでも使用可能です。インストレーションの

手引きのスタンドアロンインストレーション (3ページ)セクションを参照してください。

■ マルチシートのスタンドアロンまたはネットワークライセンスを使用しているネットワーク

管理者には、[配置を作成]がお勧めです。配置のプロセスで、インストールはいったん設定
されると、ネットワーク上に格納されて、各ユーザのコンピュータ効率的に配布されます。

インストレーションの手引きのネットワーク管理と配置 (21ページ)セクションを参照してく
ださい。

■ 使用する製品スイートや単体製品に関係するツールおよびユーティリティをインストールす

るには、[ツールとユーティリティ]を使用します。現在使用している Autodesk 製品のネット
ワークライセンスを持っている場合は、このオプションを使用して、他のユーザが製品を実

行する前に、Network License Manager をインストールしておく必要があります。インスト
レーションの手引きのネットワークツールとライセンスサーバを設定する (32ページ)を参
照してください。

1
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スタンドアロンインス
トレーション

個人のユーザや小グループの場合にはスタンドアロンインストールが推奨されます。

重要な点は、インストールプロセスを各コンピュータそれぞれに対して繰り返し行う

ということです。スタンドアロンライセンスでは、有効なインストールの種類はこれ

だけになりますが、マルチシートのスタンドアロンまたはネットワークライセンスを

使用することも可能です。このプログラムのネットワークライセンスまたはマルチシー

トスタンドアロンバージョンをインストールする方法については、「ネットワーク管

理と配置 (21ページ)」を参照してください。

スタンドアロンインストレーションを準備する

スタンドアロンインストレーションの準備として、インストレーションに必要な

システム環境を確認し、管理者からの許可が必要なことを理解し、Autodesk
Navisworks 2013のシリアル番号とプロダクトキーを確認し、実行中のすべての
アプリケーションを終了する必要があります。Autodesk Navisworks Freedomを
インストールする場合は、シリアル番号およびプロダクトキーは必要ありません。

Autodesk Navisworksをインストールする前に、インストレーションプロセス全
体に習熟することをお勧めします。関連ドキュメントはインストーラの左下コー

ナーのリンクからアクセスできます。

注: 製品をインストールする前に、Microsoft .Net Framework 4.0 をインストール
することをお勧めします。詳細は、「Microsoft .NET Framework をインストール
する (5ページ)」を参照してください。

2
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スタンドアロンインストレーションの動作環

境

最初に行わなければならない作業は、ご使用のコンピュータが最低限の動作環境

を満たしていることの確認です。動作環境を満たしていない場合は、Autodesk
Navisworksおよびオペレーティングシステムレベルで問題が発生する可能性
があります。

Windows オペレーティングシステムが、32 ビットバージョンか 64 ビット
バージョンかは、インストール時に自動的に検出されます。

ハードウェアとソフトウェアの動作環境は、次の表を参照してください。

クライアントコンピュータのハードウェアとソフトウェア要件

要件ハードウェア/ソフトウェア

Microsoft®Windows 7 (32ビットまたは 64ビット)
Home Basic、Home Premium、Professional、
Enterprise、または Ultimate (推奨)

オペレーティングシステム (各日

本語版)

Microsoft® Windows Vista® SP2 (32ビットまたは
64ビット) Home Premium、Business、
Enterprise、または Ultimate

Microsoft® Windows XP SP3 (32ビット) Homeま
たは Professional

Microsoft® Windows XP SP2 (64ビット)
Professional

Microsoft® Internet Explorer® 7.0以降Webブラウザ

AMDAthlon™ 3.0GHz以上(最低)、Intel®Pentium®

4 3.0 GHz以上(推奨) - SSE2テクノロジ対応
プロセッサ

512 MB (最低)、2 GB以上(推奨)メモリ(RAM)
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クライアントコンピュータのハードウェアとソフトウェア要件

True Color対応 1280 × 800 (最低)VGAディスプレイ

True Color対応 1920 × 1080 32ビットカラービ
デオディスプレイアダプタ(推奨)

Direct3D 9®および OpenGL®対応の、Shader
Model 2をサポートするグラフィックスカード(最
小)

グラフィックスカード

インストール用として 18.5 GB以上のハードディ
スク空き容量

ハードディスク

Microsoft ® 2マウスボタン互換のポインティング
デバイス

ポインティングデバイス

任意の速度(インストール時のみ使用)DVD-ROM

プリンタまたはプロッタオプションのハードウェア

モデム、またはインターネットへアクセスするた

めのその他のデバイス

ネットワークインタフェースカード

Microsoft .NET Framework をインストールす
る

Autodesk Navisworks 2013は、製品のインストールを行う前に、 Microsoft
.Net 4.0 のインストールが必要です。

多くの場合、Windows Update に Microsoft .NET Framework 4 が含まれてい
ますが、旧バージョンの Windows を使用している場合には、Microsoft .NET
Framework 4 再頒布可能パッケージを
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http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=0a391abd-25c1-
4fc0-919f-b21f31ab88b7からダウンロードしてインストールすることが可能で
す。またはインストールメディアの ¥3rdParty¥NET¥4¥wcu¥dotNetFramework¥
フォルダからインストールすることも可能です。

[インストール]ウィザードは、必要な更新内容がインストールされていないこと
を検出すると、Microsoft .Net Framework 4 をインストールします。

注: [インストール]ウィザードで Microsoft .NET Framework 4 をインストール
するよう求められた場合は、.NET Framework 4 のインストーラで最初に
Windows Imaging Component (WIC)をインストールするよう求められること
があります。これは、最新の Microsoft Windows Update またはサービスパッ
クを適用していない場合に起こることがあります。WIC が必要になる可能性が
最も高いのは、特定の Windows Update をインストールしないで Windows XP
SP2 を実行している場合です。必要な場合は、次の場所にある Microsoft WIC
インストーラを使用できます。

■ &displaylang=enhttp://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=8e011506-
6307-445b-b950-215def45ddd8&displaylang=en

■ http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=f64654ac-6e26-
41d9-a90a-0e7783b864ee

管理者の権限が必要なことを理解する

Autodesk Navisworksをインストールするには、管理者の権限が必要です。

ドメインの管理者の権限は必要ありません。管理者の権限に関する詳細は、シス

テム管理者に問い合わせてください。

Autodesk Navisworksを実行するために、管理者の権限は必要ありません。権
利が制限されたユーザでもプログラムを実行できます。

ライセンスの指定

Autodesk Navisworks Manageおよび Autodesk Navisworks Simulateをインス
トールして、それらの製品を 30 日間試用することができます。

次の注記では、概要を示します。詳細については、『ライセンスガイド』を参

照してください。
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ライセンスを購入すると、そのライセンスはスタンドアロンまたはネットワーク

ライセンスのいずれかとして、指定数のユーザに対して構成されます。これら

のライセンスの種類は次のように簡単に説明できます。

■ スタンドアロンライセンスは 1 名のユーザによる使用を想定しています。
ライセンスを受けた製品は、2 台のコンピュータにインストールできます。
ただし、それら 2 つのインスタンスを同時に実行することはできません。

■ マルチシートスタンドアロンライセンスは、指定の最大ユーザ数までの使

用をサポートするものです。ただし、より多くのコンピュータにインストー

ル可能なため、製品を使用する上での利便性が図られています。

■ ネットワークライセンスは、指定の数の、ネットワークに接続しているユー

ザをサポートします。Network License Manager は、ネットワーク上にある
1 つまたは複数のサーバにインストールされ、複数のユーザへのライセンス
の配布を管理します。

ネットワークライセンスを使用している場合、ライセンス購入時に指定された、

Network License Manager のサーバ環境設定を選択します。

■ シングルライセンスサーバ。1 つのサーバでネットワーク上のすべてのライ
センスを管理します。

■ 分散ライセンスサーバ。ネットワーク内の複数のサーバのプールにわたっ

て、ライセンスが配布されます。プール内の各サーバの名前を入力します。

■ 冗長ライセンスサーバ。各ライセンスの認証に、3 台のサーバを使用できま
す。これら 3 台のサーバの名前を入力します。

製品の言語を変更する

インストレーション処理を開始したとき、ご使用のオペレーティングシステム

の言語がインストーラによって自動的に決定されます。サポートされている言語

が検出された場合、インストールページは、その言語で表示されます。

インストールプロセスを開始する前に、[インストレーション]ウィザードの最初
のページに表示されるインストールに関する指示の言語を変更できます。

また、インストーラのドロップダウンメニューを使用してインストールの開始

時に製品の言語も変更できます([製品情報]ページ)。
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インストーラの[製品情報]ページから離れた後は、言語の選択または Language
Pack を追加するページが無効になります。言語の変更または Language Pack
の追加を後で行う場合に、[製品情報]ページに戻ってメニューを使用することは
できません。この場合は、インストールをキャンセルし、インストーラを再度実

行した上で[製品情報]ページで正しい言語選択を行う必要があります。

言語パックを使用する

言語パックは、エクスポータなどの各 Autodesk Navisworks製品で異なる言語
を使用できるようにするものです。パック名の先頭は、それぞれNAVFREE_、
NAVSIM_、NAVMAN_、exporters_です。

注: 各製品に対して少なくとも 1 つずつの言語パックをインストールする必要が
あります。

Autodesk Navisworks製品に後で追加の言語パックをインストールすることも
できます。必要な言語パックを手動でインストールするには、言語パックの MSI
ファイルをダブルクリックします。

言語パックは、インストレーション DVD および展開されたダウンロードメディ
アの x86(32 ビット製品)および x64フォルダ(64 ビット製品)にあります。

■ 各製品向けの言語パックは、x86フォルダおよび x64フォルダの下の
NAVFREEサブフォルダ、NAVSIMサブフォルダ、NAVMANサブフォル
ダ、および NWEXPORTサブフォルダにあります。

■ 特定言語の言語パックは、製品フォルダの下の en-US(英語)、de-DE(ドイツ
語)、es-ES(スペイン語)、fr-FR(フランス語)、it-IT(イタリア語)、ja-JP(日
本語)、ko-KR(韓国語)、pt-BR(ブラジルポルトガル語)、ru-RU(ロシア語)、
zh-CN(簡体字中国語)の各サブフォルダにあります。

たとえば、Autodesk Navisworks Simulateの 32 ビット版フランス語言語
パックをインストールするには、x86/NAVSIM/fr-FR/NAVSIM_LP.msiをダブル
クリックします。Autodesk Navisworks Manageの 32 ビット版フランス
語言語パックをインストールするには、x86/NAVMAN/fr-FR/NAVMAN_LP.msi
をダブルクリックします。
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Autodesk Navisworksのシリアル番号とプロ
ダクトキーを用意する

Autodesk Navisworks Manageまたは Autodesk Navisworks Simulateをインス
トールする際、[製品情報]ページでシリアル番号とプロダクトキーが求められ
ます。

シリアル番号は先頭に 3 桁、その後に 8 桁の数字が続きます。プロダクトキー
は、5 桁です。

シリアル番号とプロダクトキーは、製品パッケージの外側に記載されているか、

製品をダウンロードした場合は、受け取った電子メールに記載されています。イ

ンストールの途中で作業を中断しなくてもよいように、プログラムをインストー

ルする前に、シリアル番号とプロダクトキーを手元に用意してください。プロ

グラムのアクティベーションを行う前に、これらが利用可能な状態になっている

ことを確認してください。

入力した情報は、永久的に製品に組み込まれます。この情報を後で変更する場合

はアンインストールする必要があるので、注意深く入力してください。この製品

情報を後でレビューするには、[InfoCenter]ボックスで、[ヘルプ]ボタンの横
の下向き矢印  ➤  [Autodesk Navisworks 2013バージョン情報]をクリックしま
す。

注: シリアル番号またはプロダクトキーを紛失した場合は、オートデスクにお問
い合わせください。

インストール中のデータ損失を避ける

Microsoft Outlook やウィルスチェックプログラムなどのアプリケーションが
実行されていると、Autodesk Navisworksのインストールが正常に終了しない
可能性があります。

データが失われるのを防ぐために、すべての実行中のアプリケーションを終了し

てください。
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Autodesk Navisworks 2013をインストール、実
行する

Autodesk Navisworksをインストールするには、管理者の権限が必要です。

このセクションでは、スタンドアロンコンピュータのシングルユーザ向けに、

Autodesk Navisworksのインストールとアクティベーションについて説明しま
す。

このプログラムのネットワークライセンスまたはマルチシートスタンドアロン

バージョンをインストールする方法については、「ネットワーク管理と配置(21
ページ)」を参照してください。

Autodesk Navisworks Manageまたは Autodesk Navisworks Simulateの初回実
行時、製品をアクティベーションするか確認を求められます。詳細については、

「Autodesk Navisworks を登録し、アクティベーションを行う方法(50ページ)」
を参照してください。

設定とインストール

インストール時に、標準インストール(既定の設定でインストール)、またはカス

タムインストールのいずれかを選択できます。

インストールパス

このパスは、製品フォルダをインストールする場所を指定します。インストール

場所を変更する場合は、インストールパスに有効な ASCII 文字のみを使用して
ください。

環境設定

[インストール] ➤ [インストールの環境設定]ページで、インストール対象として
選択した製品の隣に、三角形のボタンが表示されています。このボタンを使用す

ると、設定パネルに移動できます。
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製品ボックス内の任意の場所をクリックして、[設定]パネルを開きます。

■ [インストールの種類][標準]インストール(既定の設定)を選択した場合は、最
も一般的なアプリケーション機能がインストールされます。[カスタム]: [イ
ンストールする機能を選択]リストから選択したアプリケーションの機能のみ
がインストールされます。利用可能な機能はインストールしている製品によっ

て変わります。

Autodesk Navisworks ActiveX Liteコント
ロールが含まれています。

[再頒布可能 Active Xコントロール]

Autodesk Navisworks ManageとAutodesk
Navisworks Simulateの機能をカスタマイ

[API]

ズおよび拡張するためのコンポーネント

オブジェクトモデルインタフェースが含

まれています。

さまざまな機能のサンプルファイルが含

まれています。

[サンプルの NWDファイル]

コマンドの実行およびスケジュール設定を

するアドインが含まれています。このオプ

[バッチユーティリティ]

ションは、Autodesk Navisworks Freedom
には使用できません。

いくつかの Rich Photorealistic Content
ファイルが含まれています。このオプショ

[サンプルの RPC]

ンは、Autodesk Navisworks Freedomには
使用できません。

Inventorモデルで Switchback機能を使用
するために必要な Inventor Switchbackア

Inventor Switchback Plugin

ドインが含まれています。このオプション

は、Autodesk Navisworks Freedomには使
用できません。
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注: Autodesk Navisworks書き込みプラグインで、インストールするプラグ
インを変更できます。

 : ご使用のコンピュータに既にインストールされているサードパーティ
製ソフトウェアを示します。

 : インストールされていないか、[インストレーション]ウィザードで検出
されないサードパーティ製ソフトウェアのプラグインを示します。

必要なプラグインすべてのチェックボックスを選択します。サードパーティ

製のソフトウェアがウィザードで検出されなかった場合は、手動でプラグイ

ンを有効にできます。チェックボックスを選択すると、ソフトウェアの正し

いインストール先を参照できるダイアログボックスが表示されます。

■ デスクトップ ショートカットを作成Autodesk Navisworksへのデスクトッ
プショートカットを作成するには、このチェックボックスをオンにします。

■ [プロジェクト フォルダとサイト フォルダ]: [参照]ボタンを使用して、
Autodesk Navisworksの設定が含まれているフォルダを選択します。これら
の設定は、プロジェクトサイト全体で共有することも、特定のプロジェクト

グループにわたって共有することもできます(「プロジェクトフォルダとサ

イトフォルダを選択 (40ページ)」を参照)。

■ Service PackService Pack がインストール可能な場合は、Service Pack を
インストールに含めることができます。

必要に応じて設定を調整した後、製品名をクリックして設定パネルを閉じます。

次に、システムに Autodesk Navisworksをインストールする最速の方法につい
て説明します。既定値のみを使用し、C:¥Program Files¥Autodesk [製品名] 2013

にインストールされます。

環境設定された値を使用してスタンドアロンのコンピュータに Autodesk
Navisworksをインストールするには

1 コンピュータ上で実行中のアプリケーションをすべて閉じて、[インストー
ル]ウィザードを開始します。

2 [インストール]ウィザード上で、必要に応じて、[インストーラの言語]ド
ロップダウンから、[インストール]ウィザードの代わりの言語を選択して
[インストール]をクリックします。
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3 オートデスクソフトウェア使用許諾契約をお読みください。インストール

を続けるには、使用許諾契約に同意する必要があります。国/地域を選択
し、[同意する]を選択し、[次へ]をクリックします。

注: 使用許諾契約の内容に同意しない場合は、[キャンセル]をクリックして
インストールを終了します。

4 [製品情報]ページで、必要に応じて[製品の言語]ドロップダウンを使用し
ます(製品の言語を変更する (7ページ)を参照)。

重要: インストーラの[製品情報]ページから離れた後は、言語の選択または
Language Pack を追加するページが無効になります。言語の変更または
Language Pack の追加を後で行う場合に、[製品情報]ページに戻ってメ
ニューを使用することはできません。この場合は、インストールをキャン

セルし、インストーラを再度実行した上で[製品情報]ページで正しい言語
選択を行う必要があります。

5 [スタンドアロン]ライセンスの種類を選択し、シリアル番号とプロダクト
キーを入力して[次へ]をクリックします。

注: この手順は、Autodesk Navisworks Freedomのインストールでは発生
しません。

6 [インストールの環境設定]ページで、インストールする製品を選択します。

7 [参照]ボタンを使用して、製品をインストールするドライブと場所を選択
します。

8 [インストール]をクリックします。ウィザードによって、選択した製品が
[標準]インストールでインストールされます。最も一般的なアプリケーショ
ン機能がインストールされます。［標準］インストールにどのような機能

があるのかを確認するには、「標準インストールを実行すると、何がイン

ストールされますか? (53ページ)」を参照してください。

注: 既定では、[インストレーション]ウィザードにおいて、ご使用のコン
ピュータにインストールされているすべてのサードパーティ製品用のエク

スポータプラグインが自動的に有効になります。

9 [完了]をクリックします。

[環境設定]オプションを使用することによって、インストール内容を調整できま
す。インストールの種類、インストール先、ライセンスの種類を選択し、プロ

ジェクトフォルダおよびサイトフォルダの場所を指定することができます。
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環境設定された値を使用してスタンドアロンのコンピュータに Autodesk
Navisworksをインストールするには

1 コンピュータ上で実行中のアプリケーションをすべて閉じて、[インストー
ル]ウィザードを開始します。

2 [インストール]ウィザード上で、必要に応じて、[インストーラの言語]ド
ロップダウンから、[インストール]ウィザードの代わりの言語を選択して
[インストール]をクリックします。

3 オートデスクソフトウェア使用許諾契約をお読みください。インストール

を続けるには、使用許諾契約に同意する必要があります。国/地域を選択
し、[同意する]を選択し、[次へ]をクリックします。

注: 使用許諾契約の内容に同意しない場合は、[キャンセル]をクリックして
インストールを終了します。

4 [製品情報]ページで、必要に応じて[製品の言語]ドロップダウンから
Language Pack を追加できます(製品の言語を変更する(7ページ)を参照)。

重要: インストーラの[製品情報]ページから離れた後は、言語の選択または
Language Pack を追加するページが無効になります。言語の変更または
Language Pack の追加を後で行う場合に、[製品情報]ページに戻ってメ
ニューを使用することはできません。この場合は、インストールをキャン

セルし、インストーラを再度実行した上で[製品情報]ページで正しい言語
選択を行う必要があります。

5 [ライセンスの種類]を選択([スタンドアロン]または[ネットワーク])し、シ
リアル番号、プロダクトキーを入力して[次へ]をクリックします。

注: この手順は、Autodesk Navisworks Freedomのインストールでは発生
しません。

6 [インストールの環境設定]ページで、インストールする製品を選択します。

7 製品の設定を行う必要がある場合は、製品名をクリックして設定の確認と

変更を行える設定パネルを開きます。詳細は、「設定とインストール (10
ページ)」を参照してください。必要に応じて設定を調整した後、製品名を

クリックして設定パネルを閉じます。

8 [参照]ボタンを使用して、製品をインストールするドライブと場所を選択
します。

9 [インストール]をクリックします。[カスタム]インストール設定を使用し
て、ウィザードは選択した製品をインストールします。
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10 [完了]をクリックします。

Autodesk Navisworksを起動する

次のいずれかの方法で、Autodesk Navisworksを起動することができます。

■ デスクトップショートカットアイコン: Autodesk Navisworksをインストー
ルすると、デスクトップにショートカットアイコンが作成されます。Autodesk
Navisworksアイコンをダブルクリックすると、プログラムが起動します。

■ [スタート]ボタン[スタート] ➤ [プログラム]または[すべてのプログラ
ム] ➤ [Autodesk] ➤ [<製品名>] 2013の順にクリックします。

■ Autodesk Navisworksがインストールされている場所になります。管理者権
限を持つユーザの場合、インストール場所からAutodesk Navisworksを実行
できます。権限が制限されたユーザは、Autodesk Navisworksを[スタート]
ボタンまたは、デスクトップショートカットアイコンから起動しなければ

なりません。カスタムショートカットを作成する場合は、ショートカットの

[作業フォルダ]として、書き込みの権限があるフォルダを指定してください。

注: Autodesk Navisworksを 1 つまたは複数の Language Pack とともにインス
トールしている場合に起動すると、既定では、コンピュータの設定に最も合致す

る言語が使用されます。サポートされている別の言語で Autodesk Navisworks
を起動することもできます。

Autodesk Navisworksを別の言語で起動する
方法

インストールされている他の言語で Autodesk Navisworksを実行するには、デ
スクトップショートカットに言語選択用の引数を追加する必要があります。こ

れを可能にするには、Autodesk Navisworksのインストレーションプロセスで、
少なくとも 1 つの Language Pack がインストールされている必要があります。

Autodesk Navisworksを別の言語で実行するには

1 Autodesk Navisworksのデスクトップショートカットを右クリックし、
ショートカットメニューの[プロパティ]を選択して Autodesk Navisworks
の[プロパティ]ダイアログボックスを開きます。
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2 [ショートカット]タブで、[ターゲット]フィールドの ¥roamer.exeの後に
スペースを入力し、次の引数のいずれかを入力してください。

■ -lang en-US: 英語表示にする場合

■ -lang de-DE: ドイツ語表示にする場合

■ -lang es-ES: スペイン語表示にする場合

■ -lang fr-FR: フランス語表示にする場合

■ -lang it-IT: イタリア語表示にする場合

■ -lang ja-JP: 日本語表示にする場合

■ -lang ko-KR: 韓国語表示にする場合

■ -lang pt-BR: ブラジルポルトガル語表示にする場合

■ -lang ru-RU: ロシア語表示にする場合

■ -lang zh-CN: 中国語(簡体字)表示にする場合

ショートカットの構文は、 "drive:pathname\roamer.exe" - lang [language pack]

になります。たとえば、次のように入力すると、プログラムが Autodesk
Navisworksというフォルダからイタリア語で起動します。 "C:\Autodesk

Navisworks\roamer.exe" -lang it-IT

注: 製品を別の言語で実行するには、その言語に対応する Language Pack
が既にインストールされている必要があります。

3 [OK]をクリックして変更を保存します。

機能を追加、削除する

Autodesk Navisworks 2013製品の機能は、いつでも追加、削除できます。たと
えば、Autodesk Navisworksを最初にインストールしたときに、[カスタム] イ
ンストレーションオプションを選択した場合は、インストールしなかった機能

を後で追加する必要が生じることがあります。また、最初にインストールした機

能のすべてを使用する必要がなくなる場合があります。

機能を追加または削除するには、[コントロールパネル]を使用します。この機能
は、Autodesk Navisworks Freedomでは使用できません。
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機能を追加、削除するには

1 次の手順のいずれかを実行します。

■ (Windows XP) [スタート] ➤  [設定]  ➤  [コントロールパネル] ➤  [プ
ログラムの追加と削除]を選択します。

■ (Windows Vista と Windows 7) [スタート]  ➤  [コントロールパネル]
 ➤ [プログラム] ➤ [プログラムと機能]を選択します。

2 プログラムの一覧の[Autodesk Navisworks 2013]をクリックし、[変更と
削除](Windows XP)または[アンインストールと変更](Windows Vista と
Windows 7)をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013 インストレーションウィザードが、メンテナ
ンス モードで再度開きます。

3 [機能を追加/削除]をクリックします。[機能を追加または削除]ページで、
インストールまたはアンインストールする機能を選択します。選択項目の

左のアイコンは、実行される動作を示します。

標準インストールに含まれるとしてマークされた機能を示します。

現在インストールする予定になっていない機能を示します。

インストールされるとして元はマークされていなかったが、インス

トールする機能に追加された機能を示します。

除去の対象として選択されたインストール済みの機能を示します。

注: 最初にインストールしたときに選択した Autodesk Navisworks 2013
の機能に戻す必要がある場合は、[既定に戻す]をクリックします。

[更新]をクリックします。

4 更新が実行されると、[アップデートの完了]ページで通知されます。[完了]
をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013の修復

Autodesk Navisworks 2013が必要とするファイルを誤って削除したり、変更し
た場合には、Autodesk Navisworksは正常に動作しなくなり、コマンドを実行
したり、ファイルを検索するときに、エラーメッセージが表示されます。
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Autodesk Navisworks 2013を修復することで、この問題を解決することができ
ます。

修復には、最初にプログラムをインストールしたときに選択したインストールの

種類の機能の一部が使用されます。

Autodesk Navisworks 2013を修復するには

1 次の手順のいずれかを実行します。

■ (Windows XP) [スタート] ➤  [設定]  ➤  [コントロールパネル] ➤  [プ
ログラムの追加と削除]を選択します。

■ (Windows Vista と Windows 7) [スタート]  ➤  [コントロールパネル]
 ➤ [プログラム] ➤ [プログラムと機能]を選択します。

2 プログラムの一覧の[Autodesk Navisworks 2013をクリックし、[変更と削
除](Windows XP)または[アンインストールと変更](Windows Vista と
Windows 7)をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013 インストレーションウィザードが、メンテナ
ンス モードで再度開きます。

3 [Repair or Reinstall]をクリックします。

4 [修復または再インストールを選択]ページで、[Autodesk Navisworks 2013
を修復]をクリックします。このオプションは、Autodesk Navisworksを最
初にインストールしたときのレジストリエントリをすべて既定の状態に置

換して、Autodesk Navisworks 2013を復元します。[修復]をクリックし
ます。

注: [Autodesk Navisworks 2013を再インストール]では、レジストリを修
復して元のインストール環境からすべてのファイルを再インストールしま

す。このオプションは、[Autodesk Navisworks 2013を修復]オプションを
使用しても問題が解決しない場合使用します。

5 [修復の完了]ページで[完了]をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013をアンインストー
ルする

Autodesk Navisworks 2013のアンインストールを実行すると、すべてのコン
ポーネントが削除されます。つまり、コンポーネントを追加、削除したり、
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Autodesk Navisworks 2013の再インストールや修復を行っていても、アンイン
ストールすると、Autodesk Navisworksのすべてのコンポーネントがコンピュー
タから削除されます。

重要: レジストリクリーニングプログラムを使用したり、レジストリエントリ
を独自に変更して、Autodesk Navisworks 2013をアンインストールしないでく
ださい。正式なアンインストール手順に従わないと、ソフトウェアを再インス

トールできなくなることがあります。

Autodesk Navisworks 2013をアンインストールするには

1 次のいずれかの操作を行います。

■ (Windows XP) [スタート] ➤  [設定]  ➤  [コントロールパネル] ➤  [プ
ログラムの追加と削除]を選択します。

■ (Windows Vista と Windows 7) [スタート]  ➤  [コントロールパネル]
 ➤ [プログラム] ➤ [プログラムと機能]を選択します。

2 プログラムの一覧の[Autodesk Navisworks 2013をクリックし、[変更と削
除](Windows XP)または[アンインストールと変更](Windows Vista と
Windows 7)をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013 インストレーションウィザードが、メンテナ
ンス モードで再度開きます。

3 [アンインストール]をクリックします。

4 製品が正常にアンインストールされたら、[完了]をクリックします。

注: システムから Autodesk Navisworks 2013を削除してもソフトウェア
ライセンスはそのまま残ります。今後、Autodesk Navisworks 2013を再
インストールする場合は、プログラムを登録および再有効化する必要はあ

りません。これは、Autodesk Navisworks Freedom製品では発生しませ
ん。

製品のアクティベーション

Autodesk Navisworks 2013の初回実行時、製品をアクティベーションするか確
認を求められます。これは、Autodesk Navisworks Freedomでは発生しません。

コンピュータがインターネットに接続されている場合、直接オートデスクと通信

してアクティベーション処理を完了できます。
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コンピュータがインターネットに接続されていない場合は、後で接続したときに

アクティベーションを行えます。一部の製品では、Web または電子メールでオー
トデスクにシリアル番号、リクエストコード、登録データを送信して、オフラ

インでアクティベーションを行えます。アクティベーションの詳細については、

Autodesk Licensingにアクセスし、FAQ リンクをクリックしてください。

旧リリースからAutodesk Navisworksをマイグ
レートする

旧バージョンのAutodesk Navisworksがインストールされている場合に、旧バー
ジョンの製品をコンピュータに残したままAutodesk Navisworks 2013をインス
トールすることができます。これを「共存インストール」といいます。この機能

は、Autodesk Navisworks Freedomでは使用できません。

Autodesk Navisworks 2013のAutodesk Navisworks 2013版を購入した場合に
は、Autodesk Navisworks 2013をインストールしてから 120 日以内に旧バー
ジョンをアンインストールする必要があります。詳細はソフトウェア使用許諾契

約書を参照してください。
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ネットワーク管理と配置

このセクションでは、Autodesk Navisworks ManageおよびAutodesk Navisworks Simulate2013
のネットワークライセンスまたはマルチシートスタンドアロンバージョンをインストールする

手順について説明します。

配置を計画する

配置は、標準設定を使用して、1 つまたは複数の Autodesk 製品を複数のコンピュー
タにインストールするための有効な手段です。

インストールプロセスに必要なファイルは、ネットワーク上、管理イメージ内、

すべてのユーザが共有アクセス可能なフォルダに格納されます。製品をインストー

ルするには、配置フォルダに移動し、インストーラショートカット(.LNK ファイ
ル)をダブルクリックします。.

配置に関する基本的な情報:

■ 配置は、ネットワークライセンスまたはマルチシートスタンドアロンライセ

ンスに対して作成できます。

■ 異なる設定を持つ複数の配置は、インストレーションファイルのセットである

同一の管理イメージを共有して、同一フォルダに併存できます。

■ 各配置では、複数の製品が単一の言語でインストールされます。

■ 既存の配置は、異なる設定を使用する別の配置を作成するためのベースとして

使用できます。

■ 配置は、各インストレーションのログファイルを生成するように設定できま

す。ネットワーク管理者は、これらのログファイルをトラブルシューティング

の目的で使用できます。

■ 各配置では、次のサブフォルダが作成されます。<deployment name>\SMS_SCCM

scriptsこのサブフォルダには、Microsoft Systems Management Server (SMS)

3
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および System Center Configuration Manager (SCCM) を使用して配置の配
布を実行するときに役立つ次の 2 つのドキュメントが含まれています。
SMS_SCCM_ReadMe.txtおよび <deployment name>_SCCM.txt.

配置の準備を確認する

チェックリストにより、終えておくべき準備作業、収集すべき情報、およびネッ

トワーク配置の作成前に決定しておくべき事項が示されます。

ヒント: 製品の構成設定の詳細などを含む、配置の設定を確認するために、テス
ト配置を作成できます。確認プロセスを終えた後は、テスト配置を削除できま

す。

配置のチェックリスト

インストーラの[動作環境]リンクをクリックして、シス
テム要件を確認します。ネットワーク、サーバ、クラ

イアントコンピュータが動作環境を満たしていること

を確認します。

購入したライセンスの種類をインストールする一般的

なプロセスを確認します。ネットワークライセンスの

配置の場合、ライセンスサーバ名、およびライセンス

購入時に指定されたライセンスサーバモデルの種類を

確認します。詳細は、「ライセンスサーバモデルを判

別する (28ページ)」を参照してください。

サポートツールとユーティリティをインストールし、

アクティブにします。たとえば、ネットワークライセ

ンスを使用している場合、インストーラからネットワー

クライセンスマネージャをインストールします。

製品のシリアル番号とプロダクトキーを確認します。

シリアル番号とプロダクトキーは、製品パッケージの

外側に記載されているか、製品をダウンロードまたは

アップグレードした場合は、オートデスクから受け取っ

た電子メールメッセージに記載されています。
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配置のチェックリスト

配置のネットワーク場所を指定し、配置を格納するた

めの共有フォルダを作成します。

他のすべてのプログラムを終了し、ウィルスチェック

ソフトウェアを停止します。

管理イメージに含める言語、および配置パッケージで

使用する言語を決定します。

注: 初回の配置作成時または新規の配置構成の作成時

に、使用する言語を含めることが可能です。ただし、

配置の修正時には言語を設定することはできません。

ログファイルを各コンピュータ上に作成するか、配置

フォルダに作成するか、あるいはその両方に作成する

かを指定します。

インストールをサイレントモードで実行するかを指定

します。

注: サイレントモードで製品がインストールされると、

インストールの完了時に警告メッセージは表示されず

に、ユーザのシステムが自動的に再起動されます。

サポートファイルの保存場所や、自動的にサービス

パックをインストールするかの指定などの関連する構

成設定を特定します。

グローバルオプション、ワークスペース、DataTools、
アバター、Clash Detectiveルールとカスタムテスト、
Presenterアーカイブ、オブジェクトアニメーション
スクリプトといったその他の適用可能な構成設定を指

定します。
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配置のための動作環境

このセクションでは、作成する管理イメージを置く場所、ネットワークライセ

ンスサーバ、クライアントワークステーションの動作環境について説明します

プログラムをネットワークにインストールする前に、ネットワークサーバとク

ライアントワークステーションが、配置に対して最低限のハードウェアとソフ

トウェアの動作環境を満たしていることを確認します。

Autodesk Navisworksのインストール時に、Windows オペレーティングシス
テムが 32 ビットか 64 ビットかが自動的に検出されます。どのバージョンの
Autodesk Navisworksをインストールするかを選択できます。

管理イメージ、ライセンスサーバ、クライアントワークステーションの動作環

境は、次の表を参照してください。

管理イメージ格納場所のハードウェアとソフトウェア要件

要件ハードウェア/ソフトウェア

10 GBハードディスク

クライアントコンピュータのハードウェアとソフトウェア要件

要件ハードウェア/ソフトウェア

Microsoft®Windows 7 (32ビットまたは 64ビット)Home
Basic、Home Premium、Professional、 Enterprise、ま
たは Ultimate (推奨)

オペレーティングシステム

(各日本語版)

Microsoft® Windows Vista® SP2 (32ビットまたは 64
ビット)HomePremium、Business、Enterprise、または
Ultimate

Microsoft® Windows XP SP3 (32ビット) Homeまたは
Professional

Microsoft® Windows XP SP2 (64ビット) Professional
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クライアントコンピュータのハードウェアとソフトウェア要件

Microsoft® Internet Explorer® 7.0以降Webブラウザ

AMD Athlon™ 3.0 GHz以上(最低)、Intel® Pentium® 4
3.0 GHz以上(推奨) - SSE2テクノロジ対応

プロセッサ

512 MB (最低)、2 GB以上(推奨)メモリ(RAM)

True Color対応 1280 × 800 VGA (最低)VGAディスプレイ

True Color対応 1920 × 1080 32ビットカラービデオ
ディスプレイアダプタ(推奨)

Direct3D 9®および OpenGL®対応の、Shader Model 2
をサポートするグラフィックスカード(最小)

グラフィックスカード

インストール用として 18.5 GB以上のハードディスク
空き容量

ハードディスク

Microsoft ® 2マウスボタン互換のポインティングデバ
イス

ポインティングデバイス

任意の速度(インストール時のみ使用)DVD-ROM

プリンタまたはプロッタオプションのハードウェア

モデム、またはインターネットへアクセスするためのそ

の他のデバイス

配置を計画する | 25



クライアントコンピュータのハードウェアとソフトウェア要件

ネットワークインタフェースカード

Network License Managerのハードウェアとソフトウェアの動作環境 (Windows)

要件ハードウェア/ソフト
ウェア

Microsoft® Windows 7 (32ビットまたは 64ビット)オペレーティングシステ

ム (各日本語版) ■ Windows 7 Enterprise

■ Windows 7 Ultimate

■ Windows 7 Professional

■ Windows 7 Home Premium

Microsoft® Windows Vista® SP2以降(32ビットまたは 64ビット)
■ Windows Vista Enterprise

■ Windows Vista Ultimate

■ Windows Vista Business

■ Windows Vista Home Premiumおよび Basic (32ビット)

■ Windows Vista Home Premium (64ビット)

Microsoft® Windows XP SP2以降(32ビットまたは 64ビット)
■ Windows XP Professional

■ Windows XP Home

Windows Server SP1以降(32ビットまたは 64ビット)
■ Windows 2008 Server R2

■ Windows 2008 Server

■ Windows 2003 Server R2

■ Windows 2003 Server

Intel® Pentium® III以上コンピュータ/プロセッサ
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Network License Managerのハードウェアとソフトウェアの動作環境 (Windows)

要件ハードウェア/ソフト
ウェア

450 MHz(最低)

既存のイーサネットネットワークインフラストラクチャに準拠ネットワークインタ

フェースカード
注: Network License Manager は、イーサネットネットワーク環境のみに

対応しています。

TCP/IP通信プロトコル

注: Network License Manager は TCP パケットタイプを使用します。

11.10.0.0FLEXnet

インストールの種類を定義する

配置を作成する場合、対象プラットフォームおよびライセンスの種類に応じてイ

ンストールの種類を指定します。

対象プラットフォーム

配置を使用するコンピュータのオペレーティングシステムに応じて 32 ビットま
たは 64 ビットのプラットフォームのいずれかを指定してください。一部のオー
トデスク製品では、32 ビットバージョンの製品を 64 ビットオペレーティング
システムにインストールすることが可能です。

ライセンスの種類

次のライセンスの種類から、購入したライセンスの種類に基づき 1 つを選択し
ます。

■ [ネットワークライセンス]: このライセンスの種類では、1つ以上のサーバで
製品が Network License Managerと通信するために必要なファイルと
レジストリエントリと共に、製品をネットワーク上のコンピュータにインス

トールします。さらに、NLM 設定も定義します。Autodesk 製品をクライア

配置を計画する | 27



ントコンピュータで起動すると、その製品によって、NLM からライセンス
が要求され、製品の終了時にライセンスが戻されます。ネットワークインス

トレーションで製品を実行するコンピュータは、個別にアクティベーション

を行う必要はありません。詳細は、「ライセンスサーバモデルを判別する (

28ページ)」を参照してください。

ネットワークライセンスの主な利点は、購入したライセンス数以上のコン

ピュータに製品をインストールできることです(たとえば、25 のライセンス
を購入し、40 台のワークステーションにインストールできます)。製品は購
入したライセンス数分のコンピュータで同時に実行できるため、真のフロー

ティングライセンスが実現します。

■ スタンドアロンライセンス。この種類のライセンスは、マルチシートスタ

ンドアロンインストレーション用で、複数のコンピュータへ製品をインス

トールするために、1 つのシリアル番号とプロダクトキーが使用されます。
このライセンスの種類では、製品ライセンスの管理に NLM は使用しません。
その代わりに、インストレーション、登録、アクティベーションは、個別の

コンピュータで行われます。一度マルチシートスタンドアロンシリアル番

号とプロダクトキーを使用してアクティベーションを行うと、その後はその

配置を使用して、インターネットに接続されているすべてのコンピュータで

自動的にアクティベーションが行われます。

ライセンスサーバモデルを判別する

[ネットワーク]オプションを選択する場合は、製品ライセンスの配布にどのライ
センスサーバモデルを使用するかを認識する必要があります。

ライセンスを購入したときに、次のいずれかに指定されています。

■ シングルライセンスサーバモデル:Network License Manager (NLM)
が 1 台のサーバにインストールされるため、ライセンスの管理と動作は、こ
のサーバに制限されます。1 つのライセンスファイルにより、サーバ上の使
用可能なライセンスの合計数が記録されます。

■ 分散ライセンスサーバモデル:ライセンスは複数のサーバに分散されます。
サーバごとに、一意のライセンスファイルが必要になります。分散ライセン

スサーバを構築するには、分散サーバプールの一部である各サーバ上で

NLM を実行する必要があります。

■ 冗長ライセンスサーバモデル:各ライセンスの認証に、3 台のサーバを使用
できます。1 台のサーバがマスターとして機能し、マスターサーバに障害が
発生すると、他の 2 台のサーバがバックアップとして機能します。この環境

28 | 第 3 章 ネットワーク管理と配置



設定を使用すると、少なくとも 2 台のサーバが稼動している限り、ライセン
スの監視と発行が継続されます。3 台のサーバにあるライセンスファイルは
同じ内容です。NLM を各サーバにインストールしなければなりません。

これらの各ライセンスサーバモデルの詳細は、『オートデスクライセンスガ

イド』に記載されています。製品を配置する前に、このガイドを読むことをお勧

めします。インストーラの[インストレーション ヘルプ]リンクをクリックする
ことで、『ライセンスガイド』を確認できます。

ヒント: スタンドアロンインストレーションまたはマルチシートスタンドアロ
ンインストレーションで配置する場合には、ライセンスサーバモデルは使用し

ません。

Service Pack を含める

Autodesk Navisworks 2013は配置に Service Pack を含めるためのオプションを
提供しています。

ローカルのハードディスクドライブまたはネットワーク上に保存された Service
Pack を使用できます。複数の Service Pack を配置に追加することも可能です。

注: Service Pack は、メイン製品のインストールの完了後に適用されます。メイ
ン製品の配置処理がキャンセルされたり失敗した場合、Service Pack のインスト
レーションは、自動的にキャンセルされます。

配置に Service Pack を含めるためのオプションは次の 2 つです。

■ [Service Pack をこの配置に追加する]サービスパックを追加すると、サー
ビスパックは現在の配置にのみ適用されます。複数のサービスパックを 1
つの配置に追加できます。サービスパックファイルは配置に含まれており、

製品が配置されてから適用されます。

■ [Service Pack を管理イメージの MSI ファイルに合成する]このオプショ
ンを使用すると、Service Pack は管理イメージに合成されます。いったん合
成すると、サービスパックは管理イメージから除外できなくなります。
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Service Packから Microsoft Installer Patch (MSP)ファイルを展開するには

1 サポートサイト から Service Pack をダウンロードします。■

■ Service Pack の Readme ファイルを読んで、パッチの使用に関する注
意を確認してください。

■ Windows のコマンドプロンプトを開いて、パッチファイル名および
それに続いて /a スイッチを入力します。一般的なコマンドの形式はこ
のようになります。

<ローカル_ドライブ:>\<パッチ_名前>.exe /a

具体例を示します。 ProductSP1.exe /aこの場合、ProductSP1.exeがダ
ウンロード対象のパッチの名前です。

注:  Service Pack を配置に含めるには、ダウンロードした Service Pack ファイ
ルから MSP ファイルを展開する必要があります。

Service Packを配置に含めるには

1 [環境設定]ページで製品名をクリックして環境設定パネルを開きます。■

■ [Service Pack]の領域で[追加]ボタンをクリックします。

■ [開く]ダイアログボックスで、配置に含める Service Pack を検索しま
す。

■ MSP ファイルを選択して[開く]をクリックします。

■ Service Pack を配置に追加するか、Service Pack を管理イメージに合成
するかを指定します。

■ 製品名をクリックして、[設定]パネルを閉じます。

ネットワーク共有を作成する

ネットワーク共有は、ネットワーク上のユーザのコンピュータで利用可能なイン

ストール用のフォルダです。ネットワーク共有で配置を作成し、プログラムのイ

ンストール用として、ユーザにこの場所を知らせます。ネットワーク共有フォル

ダ内のサブフォルダは自動的に共有フォルダになります。プログラムのインス

トール用として、ユーザにはこの場所を知らせます。

配置の作成の一環として、ネットワーク共有に配置フォルダを作成することがで

きます。同一の製品またはスイートの配置を複数作成し、異なるユーザグルー

プに対して設定する場合、これらの配置では同一の管理イメージを共有でき、配
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置のショートカットを同一のフォルダに収めることができます。ただし、異なる

製品やスイートの配置を作成する場合は、配置の作成を開始する前に、ネット

ワーク共有で個別の製品フォルダを作成することをお勧めします。

たとえば、配置を保存するシステムのデスクトップのネットワーク共有フォルダ

にDeployments (配置)と名前を付けることができます。次に、共有Deployments
フォルダ内に、配置を予定している製品の名前を明確に示すサブフォルダを追加

できます。この方法は複数の製品を配置するときにも役立ちます。

配置イメージを作成するときは、共有フォルダにフル コントロールの権限が必

要です。読み取りの権利は、ネットワーク共有にアクセスするのに必要です。ま

た、管理者の権利は、プログラムが配置されるワークステーションで必要です。

ネットワークログファイルを作成するオプションを選択した場合、インストー

ル中にユーザのコンピュータによって、ネットワーク共有のログファイルにエ

ントリが書き込まれます。したがって、このオプションでは、ユーザがネット

ワーク共有に対して読み出し/書き込みの権限を所有している必要があります。

ネットワーク共有を作成するには

1 Windows 7、Vista および XP の場合、ネットワークサーバのデスクトッ
プに、Deploymentsという名前のフォルダを作成します。

2 配置フォルダを右クリックし、[プロパティ]を選択します。

3 [プロパティ]ダイアログボックスで[共有]タブ®[詳細な共有]の順に選択し
ます。

4 [詳細な共有]ダイアログボックスで[このフォルダを共有する]ボックスを
オンにします。

5 [許可]をクリックし、[アクセス許可]ダイアログボックスでユーザを追加
または削除します。

6 [許可]で、選択したユーザに対して[フル コントロール]を選択します。

これらの手順は、配置イメージを作成する場合に重要になります。

7 [OK]または[閉じる]をクリックして、[プロパティ]ダイアログボックスを
閉じます。
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8 複数の製品をインストールする場合は、Deploymentsフォルダにサブフォ
ルダを作成します。それぞれのフォルダの名前は製品名にします。

注: ファイル共有の操作は、ご使用のオペレーティングシステムによって
異なります。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

ネットワークツールとライセンスサーバを設定
する

ネットワークライセンスを使用してプログラムを実行するユーザがいる場合は、

Network License Managerを使用する必要があります。

Network License Managerは、ライセンスサーバの環境設定や管理に役立
ちます。

Network License Manager をインストールす
る

Network License Managerは、ライセンスサーバを環境設定し管理するた
めに使用します。

Network License Managerをインストールするには

1 Autodesk Navisworks 2013 [インストレーション]ウィザードで、[ツール
とユーティリティ]をクリックします。

2 [インストールの環境設定]ページで[Network License Manager]を選
択し、[インストール]をクリックします。

注: 既定のインストールパス(C:¥Program Files¥Autodesk)を受け入れるか、

または[参照]で他のパスを指定します。存在しないパスを入力した場合は、
指定した場所および名前で新しいフォルダが作成されます。

警告: リモートドライブに Network License Managerをインストー
ルしないでください。Network License Managerファイルをインス
トールする場合は、ローカルドライブ上のパスを指定する必要がありま

す。UNC(Universal Naming Convention)は使用できません。ドライブ名
を指定してください。
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3 オートデスクソフトウェア使用許諾契約をお読みください。インストール

を続けるには、使用許諾契約に同意する必要があります。国/地域を選択
し、[同意する]を選択し、[次へ]をクリックします。

4 [インストールの完了]ページで、[完了]をクリックします。

Autodesk.com でネットワークライセンスの
アクティベーションを行うには

製品にネットワークライセンスアクティベーションユーティリティが含まれて

いない場合、https://registeronce.autodesk.comにアクセスし、画面に表示される
指示に従って、ライセンスのアクティベーションを行うことができます。

ライセンスサーバを環境設定する

ご使用の Autodesk Navisworks製品のライセンスを管理できるように、ライセ
ンスサーバを環境設定します。

ライセンスサーバは lmtools.exeユーティリティを使用して環境設定すること
ができます。

LMTOOLSを使用する場合は、管理者の権限でログインする必要があります。

ライセンスサーバを環境設定するには

1 次の手順のいずれかを実行します。

■ (Windows XP) [スタート] ➤ [プログラム] ➤ [Autodesk] ➤ [Network
License Manager] ➤ [LMTOOLS]を選択します。

■ (Windows Vista と Windows 7)デスクトップの[LMTOOLS Utility]
アイコンをダブルクリックします。

2 Lmtoolsプログラムの[Service/License File]タブで、[Configuration
using Services]オプションを選択します。

3 [Config Services]タブを選択します。

4 [Service Name]リストで、ライセンス管理に使用するサービス名を選択
します。

既定のサービス名は、Flexlm Service 1です。ご使用のコンピュータで
オートデスク製品以外のソフトウェアも、FLEXnet®で管理している場合
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は、サービス名の衝突を避けるため、たとえば、Flexlm Service 1を
Autodesk Server1に名前変更することができます。

注: ライセンス管理に FLEXnet を使用するソフトウェアベンダが複数存在
する場合は、[Service Name]リストに複数のオプションが表示されます。
オートデスクのサービスだけがリストされるようにしてください。

5 [Path to the lmgrd.exe file]フィールドに、Network License
Managerデーモン(lmgrd.exe)のパスを入力するか、[Browse]をクリック
してファイルの場所を指定します。

このデーモンは、既定では C:¥Program Files¥Autodesk Network License
Managerフォルダにインストールされます。

6 [Path to the license file]ボックスに、ライセンスファイルのパスを入
力するか、[Browse]をクリックしてファイルの場所を指定します。

7 [Path to the debug log file]ボックスに、デバッグログのパスを入力
するか、[Browse]をクリックして既存のログファイルを指定します。

¥Program Files¥Autodesk Network License Managerフォルダに保存す
ることをお勧めします。ログファイルの拡張子は必ず .logにしてくださ
い。新しいログファイルを指定するときに、拡張子 .logを省略すること
はできません。

8 lmgrd.exeをサービスとして実行するには、[Use Services]チェックボッ
クスをオンにします。

9 システムの起動時に lmgrd.exeを自動的に開始するには、[Start Server
at Power Up]チェックボックスをオンにします。

10 [Save Service]ボタンをクリックし、手順 4 で選択したサービス名で新し
い環境設定を保存します。サービスの設定を保存するどうかを確認するプ

ロンプトに対して、[はい]をクリックします。

11 [Start/Stop/Reread]タブをクリックして、次のいずれかの操作を行い
ます。

■ オートデスク製品用にサービスがまだ設定されていない場合には、

[Start Server]ボタンをクリックして、ライセンスサーバを起動しま
す。

■ オートデスク製品用にサービスが既に設定され、起動している場合は、

ライセンスファイルやオプションファイルの変更をNetwork License
Managerに反映させるために、[ReRead License File]をクリック
してください。
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ライセンスサーバが起動し、クライアント要求に応答できる準備ができま

す。

12 lmtools.exeを終了します。

配置の選択

配置を作成する場合、さまざまなクライアント配置イメージおよび配置の種類を

作成する過程で、各種の選択を行います。次のセクションでは、それらの選択の

概要を詳細に示します。

サイレントモード

サイレントモードがアクティブで、ユーザが配置を開始した場合は、インスト

レーションは明示的なユーザ入力を求めません。

ユーザの関与が必要なダイアログボックスはまったく表示されません。これに

は、すべてのエラーおよび警告のダイアログボックスが含まれます。インスト

レーションの問題で発生する可能性があるエラーについてログファイルを確認

してください。

[配置を設定]ページで[インストールをサイレント モードで実行]チェックボッ
クスをクリックしてサイレンとモードを有効にできます。

クライアントコンピュータ上でのサイレントインストールの失敗を回避するに

は

■ Microsoft .Net Framework 4.0 (5ページ) をクライアントコンピュータに
インストールする

■ Autodesk Navisworks 2013をインストールする前にクライアントコンピュー
タを再起動する

ログファイルの場所を指定する

配置設定処理の[配置を作成] ➤ [環境設定]ページで、ネットワークログファイ
ルを作成するかどうかを選択します。プログラムには、配置とインストレーショ

ンの情報を監視するために使用する、2 種類のログファイルがあります。
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■ ネットワークログ:ネットワークログファイルには、配置を実行したすべて
のワークステーションの記録が保存されます。ログには、ユーザ名、ワーク

ステーション名、インストレーションの状態が出力されます。ステータス情

報や、インストール中に発生した問題(ディスク容量不足やアクセス権利の不

備など)の詳細を確認するには、このファイルを参照します。

ネットワークログは、配置に付けた名前と同じ名前になります。ネットワー

クの正しい UNC(universal naming convention)パスまたはネットワーク上
のハードコードパスを入力して、ログファイルが作成される場所を指定で

きます。たとえば、¥¥MyComputer¥Autodesk¥<オートデスク製品>となり
ます。ユーザは、MyComputerではなく、使用している実際のコンピュータ
の名前を使用する必要があります。

注: ネットワークログを保存するフォルダは、プログラムをインストールす
るユーザが変更の権利を持つ共有フォルダにします。そうしないと、ユーザ

がインストールに成功/失敗したことがログファイルに記録されません。

■ クライアントログ:クライアントログには、各クライアントの詳細なインス
トレーション情報が記録されます。この情報は、インストレーションの問題

の診断に役立ちます。クライアントログファイルは、各クライアントワー

クステーションの Tempフォルダに保存されます。

ログファイルの場所を指定するには

1 配置を作成するときに、[環境設定]ページで、[ネットワーク ログ ファイ
ルを作成]チェックボックスをオンにします。ネットワークログを格納す
るフォルダの名前を入力します。

2 クライアントログを作成する場合は、[各ワークステーションの temp
フォルダにログ ファイルを作成]オプションをオンにします。

3 [次へ]をクリックします。
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配置の言語を変更する

配置処理で表示される言語に対して、および同じ配置処理での製品のインスト

レーションで表示される言語に対して、異なる言語を選択することができます。

注: 言語パックは、配置を作成しているときにのみ、管理イメージに含めること
ができます。修正時に含めることはできません。

配置処理を開始したとき、ご使用のオペレーティングシステムの言語がインス

トーラによって自動的に決定されます。サポートされている言語が検出された場

合、配置のページは、その言語で表示されます。インストールプロセスを開始

する前に、[インストレーション]ウィザードの最初のページに表示されるインス
トールに関する指示の言語を変更できます。

Autodesk Navisworksを母言語以外の 1 つ以上の言語でユーザに提供する必要
のある場合、インストーラ([製品情報]ページ)の言語パックを使用できます。こ
れによって、サポートする必要のある言語で製品を配置することができます。

インストーラの[製品情報]ページから離れた後は、言語の選択または Language
Pack を追加するページが無効になります。言語の変更または Language Pack
の追加を後で行う場合に、[製品情報]ページに戻ってメニューを使用することは
できません。この場合は、インストールをキャンセルし、インストーラを再度実

行した上で[製品情報]ページで正しい言語選択を行う必要があります。

言語パックを使用する

言語パックは、エクスポータなどの各 Autodesk Navisworks製品で異なる言語
を使用できるようにするものです。パック名の先頭は、それぞれNAVFREE_、
NAVSIM_、NAVMAN_、exporters_です。

重要: 各製品で配置用に選択できる言語パックは 1 つだけです。
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後で言語パックの MSI ファイルをダブルクリックすることにより、他の言語パッ
クを Autodesk Navisworks製品に手動でインストールできます。または、追加
の言語パックをインストールするスクリプトを作成して実行することもできま

す。

言語パックは、インストレーション DVD および展開されたダウンロードメディ
アの x86 (32 ビット製品)および x64フォルダ(64 ビット製品)にあります。

■ 各製品向けの言語パックは、x86フォルダおよび x64フォルダの下の
NAVFREEサブフォルダ、NAVSIMサブフォルダ、NAVMANサブフォル
ダ、および NWEXPORTサブフォルダにあります。

■ 特定言語の言語パックは、製品フォルダの下の en-US(英語)、de-DE(ドイツ
語)、es-ES(スペイン語)、fr-FR(フランス語)、it-IT(イタリア語)、ja-JP(日
本語)、ko-KR(韓国語)、pt-BR(ブラジルポルトガル語)、ru-RU(ロシア語)、
zh-CN(簡体字中国語) の各サブフォルダにあります。

配置のため個々の製品を設定する

配置を作成するときに、インストールするすべての製品で既定の設定を受け入れ

るか、それらの設定を変更して配置をカスタマイズするか選択できます。

重要: 選択した環境設定は、配置からインストールされた製品の各インスタンス
に適用されます。配置の作成後は、これらの設定は配置を変更することによって

のみ変更可能です。詳細は、「配置を修正する (46ページ)」を参照してくださ
い。

インストーラの[配置を作成] ➤ [配置を設定]ページで、インストール対象とし
て選択した製品の隣に、三角形のボタンが表示されています。このボタンを使用

すると、設定ペインに移動できます。

製品ボックス内の任意の場所をクリックして、[設定]パネルを開きます。

■ [インストールの種類][標準]インストール(既定の設定)を選択した場合は、最
も一般的なアプリケーション機能がインストールされます。[カスタム]: [イ
ンストールする機能を選択]リストから選択したアプリケーションの機能のみ
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がインストールされます。利用可能な機能はインストールしている製品によっ

て変わります。

Autodesk Navisworks ActiveX Liteコント
ロールが含まれています。

[再頒布可能 Active Xコントロール]

Autodesk Navisworks ManageとAutodesk
Navisworks Simulateの機能をカスタマイ

[API]

ズおよび拡張するためのコンポーネント

オブジェクトモデルインタフェースが含

まれています。

さまざまな機能のサンプルファイルが含

まれています。

[サンプルの NWDファイル]

コマンドの実行およびスケジュール設定を

するアドインが含まれています。このオプ

[バッチユーティリティ]

ションは、Autodesk Navisworks Freedom
には使用できません。

いくつかの Rich Photorealistic Content
ファイルが含まれています。このオプショ

[サンプルの RPC]

ンは、Autodesk Navisworks Freedomには
使用できません。

Inventorモデルで Switchback機能を使用
するために必要な Inventor Switchbackア

Inventor Switchback Plugin

ドインが含まれています。このオプション

は、Autodesk Navisworks Freedomには使
用できません。

注: Autodesk Navisworks書き込みプラグインでは、このときはインストー
ルするプラグインを変更することはできません。既定では、クライアントコ

ンピュータにインストールされているすべてのサードパーティ製品用のエク

スポータプラグインが、自動的に有効になります。

必要に応じて設定を調整した後、製品名をクリックして設定パネルを閉じます。
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プロジェクトフォルダとサイトフォルダを選

択

配置をセットアップするとき、複数種類の Autodesk Navisworks設定をプロ
ジェクトサイト全体で共有することも、必要な粒度レベルに応じて特定のプロ

ジェクトグループにわたって共有することもできます。

関連事項:

Autodesk Navisworks の設定をサイトおよびプロジェクト単位で共有する方
法 (54ページ)

プロジェクトフォルダとサイトフォルダを選択するには

1 [インストールの環境設定]ページで、製品の設定を行う必要がある場合は、
製品名をクリックして設定の確認と変更を行える設定パネルを開きます。

2 [プロジェクト フォルダ]ボックスで、[参照]ボタンをクリックして、プロ
ジェクトグループに固有の Autodesk Navisworks設定を含むフォルダを
選択します。

3 [サイト フォルダ]ボックスで、[参照]ボタンをクリックしてプロジェクト
サイト全体に適用するAutodesk Navisworks設定が存在するフォルダを選
択します。

追加の設定オプションを選択する

次のオプションは、インストレーションウィザードの[配置を作成] ➤ [配置を設
定]ページの設定パネルで指定できます。

ユーザ設定をカスタマイズしたり、追加ファイルやサービスパックを含めたり、

[コミュニケーションセンターのオプション]を指定してインストールすることを
選択した各製品のオンラインリソースにアクセスすることができます。いくつ

かのオプションは、すべての製品で使用できない場合があります。

追加ファイル

スタイルシート、イメージ、サンプルファイルなど追加ファイルを配置に含め

ることができます。プロジェクト全体やプロジェクトグループで Autodesk
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Navisworks設定を共有する場合、プロジェクトフォルダとサイトフォルダを
使用することをお勧めします。

ユーザ基本設定

■ スタートアップ時にようこそ画面を表示する

■ [インストール時に Internet Explorer を必須とする] (Autodesk Navisworks
には適用されません)

■ [DWFx を既定のパブリッシュ形式に設定する] (Autodesk Navisworksには
適用されません)

■ [既定のプロファイル名を設定] (Autodesk Navisworksには適用されません)

■ Autodesk Navisworks 2013のデスクトップショートカットを作成

Service Pack

配置にサービスパックを含めることができます。詳細は、「Service Pack を含
める (29ページ)」を参照してください。

コミュニケーションセンターオプション

■ [Live Update を利用可能]

■ [情報チャネルを利用可能]

■ [CAD マネージャ チャネルを利用可能] (Autodesk Navisworksには適用さ
れません)

■ [RSS フィードを利用可能]

■ [ユーザが RSS フィードを追加することを許可]

オンラインリソースへのアクセス

■ [オンライン ツールへのアクセス機能を指定] (Autodesk Navisworksには適
用されません)

■ [カスタマー エラー報告(CER)設定を指定]

■ [情報センターの検索設定を指定] (Autodesk Navisworksには適用されませ
ん)
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配置を作成する

配置には、インストレーションプログラムの既定の振る舞いを変更する、

Microsoft トランスフォームファイル(.MST)が含まれます。

配置の作成開始時に、管理イメージの場所、配置の名前、および配置の適用先シ

ステムのオペレーティングシステムが 32 ビットか 64 ビットかを選択する必要
があります。

既定値を使用して元の配置を作成するには

1 コンピュータ上で実行中のアプリケーションをすべて閉じて、[インストー
ル]ウィザードを開始します。

2 [インストール]ウィザード上で、必要に応じて、[インストーラの言語]ド
ロップダウンから、[インストール]ウィザードの代わりの言語を選択して
[配置を作成]をクリックします。

3 [環境設定]ページの、[管理イメージ]セクションで、次のデータを指定し
ます。

a [配置環境設定の名前]フィールドに、ユーザグループ、プラット
フォーム、その他の属性を示す名前を入力して、その配置の特徴がわ

かるようにします。ここで入力した名前が、ユーザが製品をインス

トールするときに指定するショートカットの名前になります。

b [管理イメージのパス]フィールドに、既存の共有ネットワークのパス
を入力します。または、[参照]ボタンを使用して、その場所を指定し
ます。この場所に、管理イメージが作成され、保存されます。ユーザ

はこの場所から、プログラムをインストールします。

ヒント: ネットワーク共有の作成方法については、「ネットワーク共
有を作成する (30ページ)」を参照してください。

c [プラットフォームの種類]領域で、インストール先のオペレーティン
グシステムに応じて、[32 ビット]または[64 ビット]のいずれかを選
択します。この選択は配置を作成したシステムを示すものではなく、

適用先システムを示します。

d この配置環境設定によって必要な製品のみを含めるかどうか選択しま

す。

■ 選択した場合、今後配置を修正して追加の製品を含めることはで

きません。
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■ 選択しない場合、管理イメージに対応可能なすべての製品が表示

され、現在の配置を修正することが可能になります。

ヒント: 異なる製品の混合状態での複数の配置を管理イメージから作成し
て、インストールメディアを再度使用することがないようにしたい場合

は、利用可能なすべての製品を含めることをお勧めします。ほとんど使用

しないか決して使用しない製品があり、追加の配置を作成しなくてよい場

合は、製品のサブセットのみを選択すべきです。

4 [インストール設定]セクションで、1 つまたは複数のオプションを選択し
ます。

■ サイレントモードインストールがバックグラウンドで実行され、ユー

ザの入力を求めるメッセージは表示されません。

注: サイレントモードの場合、インストール完了後に警告メッセージ
が出ずに、自動的にユーザのコンピュータが再起動されます。「サイレ

ントモード (35ページ)」も参照してください。

■ ワークステーションログ:各ワークステーションのログファイルによ
り、ユーザは自身が実行したインストールの結果を確認し、問題の解決

に役立てることができます。

■ ネットワークログ中央ロケーションのログファイルは、すべてのイン

ストールに関するデータを確認するための、ネットワーク管理者をサ

ポートします。

注: ネットワークログが存在するフォルダは、配置のユーザが読み取
りと書き取りのアクセス利を持つ共有フォルダにします。そうしない

と、ユーザのインストールのログデータがログファイルに記録されま

せん。ログファイルに関する情報は、「ログファイルの場所を指定す

る (35ページ)」を参照してください。

5 [次へ]をクリックします。

6 [製品情報]ページで、必要に応じて[製品の言語]ドロップダウンを使用し
ます(配置の言語を変更する (37ページ)を参照)。

7 [ライセンスの種類] (27ページ)を選択し、シリアル番号とプロダクトキー
を入力します。データが有効な場合は、緑のチェックマークが表示されま

す。[次へ]をクリックします。

配置を作成する | 43



8 オートデスクソフトウェア使用許諾契約をお読みください。インストール

を続けるには、使用許諾契約に同意する必要があります。国/地域を選択
し、[同意する]を選択し、[次へ]をクリックします。

注: 使用許諾契約の内容に同意しない場合は、[キャンセル]をクリックして
インストールを終了します。

9 [配置を設定]ページで、この配置に含める製品を選択し、[作成]をクリッ
クします。

配置を作成した後、[配置環境設定の完了]ページが開き、新規配置への便
利なパスが表示され、製品をオンラインで登録するためのリンクも表示さ

れます。

10 この画面での操作が完了したら、[完了]をクリックします。

カスタムした値を使用して元の配置を作成するには

1 コンピュータ上で実行中のアプリケーションをすべて閉じて、[インストー
ル]ウィザードを開始します。

2 [インストール]ウィザード上で、必要に応じて、[インストーラの言語]ド
ロップダウンから、[インストール]ウィザードの代わりの言語を選択して
[配置を作成]をクリックします。

3 [環境設定]ページの、[管理イメージ]セクションで、次のデータを指定し
ます。

a [配置環境設定の名前]フィールドに、ユーザグループ、プラット
フォーム、その他の属性を示す名前を入力して、その配置の特徴がわ

かるようにします。ここで入力した名前が、ユーザが製品をインス

トールするときに指定するショートカットの名前になります。

b [管理イメージのパス]フィールドに、既存の共有ネットワークのパス
を入力します。または、[参照]ボタンを使用して、その場所を指定し
ます。この場所に、管理イメージが作成され、保存されます。ユーザ

はこの場所から、プログラムをインストールします。

注: ネットワーク共有の作成方法については、「ネットワーク共有を
作成する (30ページ)」を参照してください。

c [プラットフォームの種類]領域で、インストール先のオペレーティン
グシステムに応じて、[32 ビット]または[64 ビット]のいずれかを選
択します。この選択は配置を作成したシステムを示すものではなく、

適用先システムを示します。
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d この配置環境設定によって必要な製品のみを含めるかどうか選択しま

す。

■ 選択した場合、今後配置を修正して追加の製品を含めることはで

きません。

■ 選択しない場合、管理イメージに対応可能なすべての製品が表示

され、現在の配置を修正することが可能になります。

ヒント: 異なる製品の混合状態での複数の配置を管理イメージから作成し
て、インストールメディアを再度使用することがないようにしたい場合

は、利用可能なすべての製品を含めることをお勧めします。ほとんど使用

しないか決して使用しない製品があり、追加の配置を作成しなくてよい場

合は、製品のサブセットのみを選択すべきです。

4 [インストール設定]セクションで、1 つまたは複数のオプションを選択し
ます。

■ サイレント モードインストールがバックグラウンドで実行され、ユー

ザの入力を求めるメッセージは表示されません。

注: サイレントモードの場合、インストール完了後に警告メッセージ
が出ずに、自動的にユーザのコンピュータが再起動されます。「サイレ

ントモード (35ページ)」も参照してください。

■ ワークステーション ログ:各ワークステーションのログファイルによ
り、ユーザは自身が実行したインストールの結果を確認し、問題の解決

に役立てることができます。

■ ネットワークログ中央ロケーションのログファイルは、すべてのイン

ストールに関するデータを確認するための、ネットワーク管理者をサ

ポートします。

注: ネットワークログが存在するフォルダは、配置のユーザが読み取
りと書き取りのアクセス利を持つ共有フォルダにします。そうしない

と、ユーザのインストールのログデータがログファイルに記録されま

せん。ログファイルに関する情報は、「ログファイルの場所を指定す

る (35ページ)」を参照してください。

5 [次へ]をクリックします。

6 [製品情報]ページで、必要に応じて[製品の言語]ドロップダウンを使用し
ます(配置の言語を変更する (37ページ)を参照)。
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7 [ライセンスの種類] (27ページ)を選択し、シリアル番号とプロダクトキー
を入力します。データが有効な場合は、緑のチェックマークが表示されま

す。[次へ]をクリックします。

8 オートデスクソフトウェア使用許諾契約をお読みください。インストール

を続けるには、使用許諾契約に同意する必要があります。国/地域を選択
し、[同意する]を選択し、[次へ]をクリックします。

注: 使用許諾契約の内容に同意しない場合は、[キャンセル]をクリックして
インストールを終了します。

9 [配置を設定]ページで、配置する製品を選択します。

10 製品の設定を行う必要がある場合は、製品名をクリックして設定の確認と

変更を行える設定パネルを開きます。詳細は、「配置のため個々の製品を

設定する (38ページ)」を参照してください。

注: 選択した環境設定は、配置からインストールされた製品の各インスタ
ンスに適用されます。配置の作成後は、これらの設定は配置を変更するこ

とによってのみ変更可能です。

製品名をクリックして、[設定]パネルを閉じます。

11 [作成]をクリックします。

配置を作成した後、[配置環境設定の完了]ページが開き、新規配置への便
利なパスが表示され、製品をオンラインで登録するためのリンクも表示さ

れます。

12 この画面での操作が完了したら、[完了]をクリックします。

配置を修正する

配置を作成した後で、クライアントワークステーションのために配置を修正す

る必要が生じる場合があります。

各配置フォルダの内部には、[配置の作成と修正]という名前のショートカット
(.LNK ファイル)を含むツールフォルダがあります。このショートカットを使用
して、次の操作を実行できます。

■ 新規の配置設置を作成する

■ 既存の配置をテンプレートして使用する新規の配置設定を作成する

■ 既存の配置の設定を修正する
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元の配置を作成したときと同様に、インストーラのページで一連の操作のガイド

が表示されます。配置設定で必要とされる製品のみを含むように元の管理イメー

ジが設定されている場合、配置の作成または修正のオプションには制限がありま

す。具体的には、元の管理イメージにない製品を配置に追加することができない

という制限があります。配置設定で必要とされる製品のみを含むように元の管理

イメージが設定されていない場合、すべての製品ファイルが含まれます。その結

果、この配置を修正したり、新規の配置の設定を作成するときに、製品を追加す

ることができます。

配置を修正するには

1 配置を含む共有ネットワークフォルダを開きます。

2 Toolsフォルダで、[配置を作成または修正]ショートカットをダブルクリッ
クします。

インストーラが[配置を修正]ページで開きます。

3 配置の設定ページで、必要なオプションを選択します。

4 [配置を作成]ボタンをクリックします。

ユーザに管理イメージを通知する

配置の作成を終了すると、ユーザは、管理イメージと一緒に格納されている配置

フォルダ内のショートカット(.LNK ファイル)を使用して、プログラムをインス
トールできるようになります。

ショートカットの名前は、配置の作成時に指定した配置の名前と同じです。ショー

トカット名とその場所をユーザに通知します。ショートカットアイコンをダブ

ルクリックしてインストールを開始するようにユーザに指示します。配置でサイ

レントモードが使用される場合、製品のインストール後にコンピュータが自動

的に再起動する場合があるため、インストール中はその他のアプリケーションを

閉じたままにしておくようユーザに指示します。

ユーザに管理イメージを通知するには

■ 配置のインストール方法をユーザに通知する最も簡単な方法は、ショートカッ

トの使用法をユーザに電子メールで送ることです。通知では必ず、配置の格

納場所を示し、配置へのショートカットをダブルクリックするように指示し

てください。
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配布方法の概要

Autodesk Navisworksを配布するには、次の方法を使用できます。

オートデスクプログラムを配布するいくつかの方法を選択できます。ネットワー

ク共有は既定の方法です。

■ ネットワーク共有: ユーザは、配置ウィザードを使用して作成したショート
カットアイコンを使用してプログラムを起動します。プログラムはユーザの

ローカルなコンピュータにインストールされ、製品のアイコンがデスクトッ

プに表示されます。詳細は、「ユーザに管理イメージを通知する (47ペー
ジ)」を参照してください。

■ スクリプト:スクリプトは、1 つまたは一連のコマンドを実行します。スクリ
プトはバッチファイルに似ていますが、より柔軟です。インストレーション

スクリプトは、ネットワークに接続されたコンピュータ上に、プログラムを

スタンドアロンインストレーションするときに、非常に便利です。スクリプ

トはネットワークで、Service Pack、Extension、Object Enabler をインス
トールする場合にも便利です。

■ ディスクイメージ作成ソフトウェア: Norton Ghost などのイメージ作成ソ
フトウェアを使用して、オードデスク製品を配布するためのマスターイメー

ジを作成できます。マスターイメージを作成したら、ユーザの施設内の他の

コンピュータに複製できます。

ディスクイメージ作成ソフトウェアの使用は、製品ライセンスの競合、不完

全なインストレーション、およびアクティベーションの問題を招くことがあ

るため、慎重に行う必要があります。
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インストールに関する質
問

このセクションでは、インストールおよび配置に関するいくつかの FAQ に対する回答を提供し
ます。

より詳細なアドバイスや支援が必要な場合は、Autodesk Supportにアクセスし、ご使用
の製品の知識ベースで検索してください。

インストールに関する一般的な質問

このセクションでは、インストールに関するいくつかの FAQ に対する回答を提供
します。

シリアル番号やプロダクトキーを紛失すると

どうなりますか?

可能な場合は、製品のパッケージまたは購入記録を調べてください。または、オー

トデスクカスタマーサービスに連絡してください。

なぜ、製品のインストール後にアクティベー

ションが必要なのですか?

アクティベーションは、オートデスクのため、およびライセンス所有者であるユー

ザのために、オートデスク製品が有資格のコンピュータにインストールされたこ

とを確認します。アクティベーション処理は、ライセンスの安全確保と管理を改

4
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善します。たとえば、マルチシートライセンスが許可されたユーザ数を超えて

使用されることを確実に防止します。

Web サイトからオートデスク製品をインス
トールできますか?

サブスクリプション、教育機関向け、オンラインストア、マイアカウント、体

験版サイトなど、複数のオートデスク Web サイトから製品をダウンロードでき
ます。ダウンロードが可能な各サイトでは、各自の動作環境に合ったダウンロー

ド方法を選択できます。ご使用のコンピュータに直接製品をインストールする場

合は、Web インストーラを使用できます。後で製品をインストールしたり配置
を作成するためにファイルをダウンロードする場合は、ダウンロードマネージャ

またはブラウザダウンロードを使用できます。詳細は、ダウンロード Web サイ
トを参照してください。

Autodesk Navisworksを登録し、アクティベー
ションを行う方法

Autodesk Navisworks 2013を初めて起動すると、[オートデスク ライセンス]
ウィザードが表示されます。このときに Autodesk Navisworksのアクティベー
ションを行うか、Autodesk Navisworksを実行して後でアクティベーションを
行うことができます。

Autodesk Navisworks 2013を登録して、有効なアクティベーションコードを入
力するまでは、試用モードでプログラムを操作することになります。また、プロ

グラムを初めて起動したときから 30 日間、[オートデスクライセンス]ウィザー
ドが表示されます。登録せず、有効なアクティベーションコードを入力しない

まま試用モードで Autodesk Navisworks 2013を実行して 30 日が過ぎると、
Autodesk Navisworks 2013の登録とアクティベーションを行うオプションのみ
が表示されます。30 日が過ぎたら、試用モードでは実行できなくなります。一
度 Autodesk Navisworks 2013の登録とアクティベーションを行うと、[オート
デスク ライセンス]ウィザードは表示されなくなります。
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ヒント: 製品の登録とアクティベーションを最も早く、最も確実に行う方法は、
インターネットを使用することです。登録情報を入力して、インターネット経由

でオートデスクに送信するだけです。情報を送信すると、ただちに登録とアク

ティベーションが行われます。

Autodesk Navisworksを製品スイートの一部を構成するものとしてインストー
ルした場合、通常 30 日の期限の 1 回限りの試用期間が製品スイートのすべての
Autodesk 製品に適用されます。その中の最初の製品が開始されたときに、試用
期間のカウントダウンがすべての製品に対して開始します。試用期間が終了する

前にスイート製品のどれか 1 つでもアクティベーションしない場合、すべての
製品へのアクセスが拒否されます。試用期間の終了後は、アクティベーション

コードを入力することによって製品へのアクセスが復元されます。

Autodesk Navisworks 2013を登録し、アクティベーションを行うには

1 [スタート] ➤ [プログラム]または[すべてのプログラム] ➤  [Autodesk]
 ➤ Autodesk Navisworks 2013 ➤ Autodesk Navisworks 2013をクリック
します。

2 Autodesk Navisworks 2013 の[オートデスク ライセンス]ウィザードで、
[製品の登録とアクティベーション コードの取得]を選択して、[次へ]をク
リックします。

これにより、今すぐ登録を開始できます。

3 [登録およびアクティベーション](アクティベーションコードをこれから取
得する場合)]をクリックします。

4 [次へ]をクリックして、画面の指示に従います。

インターネットにアクセスできないときや、他の登録方法を使用したいと

きには、次のいずれかの方法で、Autodesk Navisworks 2013の登録とア
クティベーションを行うことができます。

■ 電子メール:登録情報を記載した電子メールメッセージを作成し、オー
トデスクに送信します。

■ FAXまたは郵送:登録情報を記入し、オートデスクに FAX または郵送
します。
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スタンドアロンからネットワークにライセン

スを切り替えるための方法

単純に間違ったライセンスを入力した状態で、インストーラを実行してしまって

いる場合は、[戻る]ボタンを使用して[製品情報]ページに戻り、[ライセンスの種
類]を変更します。

インストールされた製品のライセンスの種類を変更する場合は、オートデスク認

定リセラーまたはライセンスサプライヤに問い合わせて、新しいライセンスお

よびシリアル番号を取得してください。その後、製品をアンインストールし、新

たにインストールを実行して、ライセンスの種類を変更してシリアル番号を入力

します。

インストールのあと、製品のライセンス情報

はどこで確認できますか?

[ヘルプ]メニュー ➤ [バージョン情報]または[<製品名> バージョン情報]を選択し
ます。ご使用の製品が[情報センター]を使用している場合は、[ヘルプ]メニュー
と同じ場所にあります。

グラフィックカードドライバを更新する必要

があるかどうかを確認するには、どうしたら

よろしいですか?

表示処理のパフォーマンスを最大にするため、最新バージョンのグラフィック

カードドライバを使用することを推奨します。

グラフィックスカードドライバを確認するには

1 Autodesk Navisworks 2013を起動します。

2 [InfoCenter]ボックスで、[ヘルプ]の横の下向き矢印  ➤  [システム情報]
をクリックします。

Autodesk Navisworks 2013の情報を示すダイアログボックスが開きま
す。
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3 グラフィックカードおよびドライバのバージョンを含むシステム情報を確

認し、[OK]をクリックしてダイアログを閉じます。

新しいバージョンのグラフィックカードドライバがWeb上で公開されている
かどうかを確認するには

■ Windows Update を使用します。新しいバージョンのグラフィックカード
ドライバが公開されている場合、そのドライバを選択し、Windows Update
でそのドライバをダウンロードしてインストールします。

■ グラフィックカード製造元の Web サイトで、PC に搭載されているグラ
フィックカードのタイプを検索します。新しいバージョンのグラフィック

カードドライバが公開されている場合、製造元の指示に従ってそのドライバ

をインストールします。

新しいバージョンのグラフィックカードドライバをインストールするには

1 Web で、新しいバージョンのグラフィックカードドライバが公開されて
いるかどうかを確認します。

■ Windows Update を使用します。

■ グラフィックカード製造元の Web サイトで、PC に搭載されているグ
ラフィックカードのタイプを検索します。

2 最新のグラフィックカードドライバが公開されている場合は、Web サイ
トに記載されている指示に従って、ダウンロードおよびインストールしま

す。

標準インストールを実行すると、何がインス

トールされますか?

Autodesk Navisworks 2013の標準インストレーションには、次の機能が含まれ
ます。

Autodesk Navisworks ActiveX Liteコント
ロールが含まれています。

[再頒布可能 Active Xコントロール]

Autodesk Navisworks Manageと Autodesk
Navisworks Simulateの機能をカスタマイ

[API]
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ズおよび拡張するためのコンポーネント

オブジェクトモデルインタフェースが含

まれています。

さまざまな機能のサンプルファイルが含

まれています。

[サンプルの NWDファイル]

コマンドの実行およびスケジュール設定を

するアドインが含まれています。このオプ

[バッチユーティリティ]

ションは、Autodesk Navisworks Freedom
には使用できません。

いくつかのRich Photorealistic Contentファ
イルが含まれています。このオプション

[サンプルの RPC]

は、Autodesk Navisworks Freedomには使
用できません。

Inventorモデルで Switchback機能を使用
するために必要な Inventor Switchbackア

Inventor Switchback Plugin

ドインが含まれています。このオプション

は、Autodesk Navisworks Freedomには使
用できません。

Autodesk Navisworksの設定をサイトおよび
プロジェクト単位で共有する方法

Autodesk Navisworksの設定情報を共有するには、共有したい設定情報を、適
切なサイトフォルダまたはプロジェクトフォルダの下の global_optionsフォル
ダに XML ファイル形式でエクスポートします。XML ファイルの名前は何でも
かまいません。ただし、必ず global_optionsフォルダに配置する必要がありま
す。
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ヒント: グローバルオプションを設定する場合、ユーザが後でローカルコン
ピュータで編集できないように、いくつかのオプションをロックすることもでき

ます。ロックされたグローバルオプションファイルを作成するには、コマンド

ラインで "drive:pathname¥OptionsEditor.exe" -lと入力し、スタンドアロ

ンのオプション エディタを起動します。ロック機能を持つ[オプション エディ
タ]が開きます。

サイト単位およびプロジェクト単位で設定情報を共有するには

1 中央場所にサイトフォルダ、プロジェクトフォルダ、およびそれぞれの

サブフォルダを作成し、他の Navisworks ユーザからアクセスできるよう
にします。

2 Autodesk Navisworksで、アプリケーションボタン  ➤  [オプション エ
ディタ]をクリックします。

3 [エクスポート]をクリックします。

4 [エクスポートのオプションを選択]ダイアログボックスで、エクスポート
するオプションのチェックボックスをすべてオンにし、[OK]をクリック
します。

5 [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、XML ファイルの名前を入力
し、適切なサイトフォルダまたはプロジェクトフォルダの下の

global_optionsフォルダに保存します。

関連事項:

プロジェクトフォルダとサイトフォルダを選択 (40ページ)

インストールに関する一般的な質問 | 55



インストールするエクスポータプラグインを

変更する方法

Autodesk Navisworksエクスポータプラグインの場合、エクスポータプラグイ
ンをクリックして、インストレーションウィザードの[インストレーションを設
定]ページの設定パネルを開いて、インストールするエクスポータプラグインを
変更できます。

 : ご使用のコンピュータに既にインストールされているサードパーティ製ソ
フトウェアを示します。

 : インストールされていないか、[インストレーション]ウィザードで検出さ
れないサードパーティ製ソフトウェアのプラグインを示します。

必要なプラグインすべてのチェックボックスを選択します。サードパーティ製の

ソフトウェアがウィザードで検出されなかった場合は、手動でプラグインを有効

にできます。チェックボックスを選択すると、ソフトウェアの正しいインストー

ル先を参照できるダイアログボックスが表示されます。

配置およびネットワークに関する質問

このセクションでは、配置およびネットワークに関するいくつかの FAQ に対す
る回答を提供します。

どこに配置すべきですか?

共有フォルダは、ネットワークライセンスインストレーションとマルチシート

スタンドアロンインストレーションのどちらにも必要です。

配置を保存するシステムのデスクトップにDeployments (配置)という名前のネッ
トワーク共有フォルダを作成することをお勧めします。次に、共有Deployments
フォルダ内に、配置を予定している製品の名前を明確に示すサブフォルダを追加

できます。例:
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同一の製品またはスイートの配置を複数作成し、異なるユーザグループに対し

て設定する場合、これらの配置では同一の管理イメージを共有でき、配置のショー

トカットを同一のフォルダに収めることができます。共有フォルダ内のサブフォ

ルダは自動的に共有フォルダになります。

ネットワーク共有の詳細については、「ネットワーク共有を作成する (30ペー
ジ)」を参照してください。

管理イメージに対してすべての製品を選択し

なくてはならない場合と、製品を後で追加す

る方法について

配置にすべての製品を含めると、管理イメージはより大きくなりますが、配置の

修正や、新規の配置の作成を制限なく行うことができます。[この配置環境設定
によって必要な製品のみを含める]チェックボックスを選択すると、配置には使
用可能な製品のサブセットが含まれるようになります。この配置に対する変更

や、最初の配置に基づいた追加の配置は、同じ製品のセットまたはより少ない製

品に限定されます。

異なる製品の混合状態での複数の配置を管理イメージから作成して、インストー

ルメディアを再度使用することがないようにしたい場合は、利用可能なすべて

の製品を含めることをお勧めします。ほとんど使用しないか決して使用しない製

品があり、追加の配置を作成しなくてよい場合は、製品のサブセットのみを選択

すべきです。

別の配置を後で作成して、追加の製品を含めるようにすることもできますが、そ

のためにはインストールディスクから新規の管理イメージを作成する必要があ

ります。
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Service Pack が自分のソフトウェアで利用で
きるかどうかを確認するにはどうしたらよろ

しいですか?

ご使用の製品でパッチやサービスパックが利用できるかどうかを確認するには、

オートデスク製品のサポートページを参照してください。

32 ビット配置と 64 ビット配置のどちらを選
択したらよろしいのですか?

32 ビット配置と 64 ビット配置のいずれかを選択できます。この選択は、配置
のターゲットとなるオペレーティングシステムを決めるもので、配置に含まれ

る製品の種類には無関係です。

■ 32 ビット配置では 32 ビット製品が選択でき、32 ビットのオペレーティン
グシステムだけにインストールできます。

■ 64 ビット配置では 32 ビットと 64 ビットの製品が選択でき、64 ビットのオ
ペレーティングシステムだけにインストールできます。

したがって、たとえば 32 ビット版製品を 64 ビット版オペレーティングシステ
ムにインストールする場合は、64 ビット配置を選択する必要があります。

注: どちらの種類のオペレーティングシステムでも、両方の種類の配置を作成で
きます。

サーバ名はどのように調べるのですか?

ネットワークライセンス製品のインストール時に、Network License Manager
を実行するサーバの名前を指定する必要があります。

サーバ名がわからない場合は、Network License Managerのシステムの
Windows コマンドプロンプトを開くことにより、素早く見つけることができま
す。コマンドプロンプトに対して、ipconfig /allと入力し、ホスト名の項目を
メモしてください。
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管理イメージ(MSI)ファイルとは何ですか?

管理イメージは、配置処理中に作成された共有ファイルリソースのコレクショ

ンで、プログラムをネットワークワークステーションにインストールする配置

によって使用されます。MSI ファイルは、Microsoft インストーラファイルで
す。

MSP ファイルはどうやって解凍するのですか?

Microsoft パッチ(MSP)ファイルは、通常、ご使用の製品のサポート Web サイ
トからダウンロードする実行可能な Service Pack に含まれています。実行ファ
イルから、MSP ファイルを解凍するには、 /a スイッチを使用して Windows コ
マンドプロンプトから、パッチプログラムを実行します。構文は、次のとおり

です。 <ローカル_ドライブ:>\<パッチ_名前>.exe /a. 「Service Pack を含める (29
ページ)」も参照してください。

ファイアウォールに対するネットワークライ

センスサーバの設定方法

ライセンスサーバとクライアントコンピュータの間にファイアウォールを設置

している場合、ライセンス関連の通信用にサーバ上の TCP/IP ポートをいくつか
空けておく必要があります。ポート 2080 を adskflex 用に、ポート 27000 ～
27009 を lmgrd 用にそれぞれ開きます。

ライセンスの疑問

スタンドアロンライセンスとネットワークラ

イセンスの違いは何ですか?

スタンドアロンライセンスは、個々のユーザに対して 1 つまたは複数のオート
デスク製品をサポートします。同様に、マルチシートスタンドアロンライセン

スは、一定数のユーザをサポートします。ソフトウェアを複数のコンピュータに
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インストールできますが、ライセンスされたユーザ数を超えることはできませ

ん。

ネットワークライセンスは、ネットワークに接続されたユーザの指定された最

大数をサポートします。ソフトウェアユーティリティの Network License
Manager(NLM)が、購入ライセンスの最大数までユーザにライセンスを発行しま
す。現時点では、購入ライセンス数を超えるコンピュータでは、ライセンスが

NLM に返却されるまではオートデスク製品を実行できません。

ネットワークライセンスバージョンのソフト

ウェアを使用するメリットは何ですか?

大きな製図/設計組織や教室など多数のユーザをサポートする必要がある環境で
は、ネットワークライセンスを使用すると、ライセンスの管理が容易になりま

す。Network License Manager でライセンスの登録、アクティベーション、ユー
ザへの配布など、ライセンスを集中的に管理できます。ネットワークライセン

スの主な利点の 1 つは、購入したライセンス数以上のコンピュータに製品をイ
ンストールできることです。たとえば、25 のライセンスを購入し、利便性をよ
くするために 40 台のコンピュータにインストールできます。製品は、購入した
ライセンス数分のコンピュータで同時に実行できます。つまり、本格的なフロー

ティングライセンスとして使用できます。また、ネットワークライセンスシス

テムでは、ユーザは有効期間中であれば、ネットワークに接続していないコン

ピュータでライセンスを借用して使用できるように環境設定することもできま

す。

SAMreport-Lite とは何ですか?

SAMreport-Lite は、FLEXnet™を使用する製品のネットワークライセンスの使
用状態をモニタするためのレポート作成ソフトウェアです。SAMreport-Lite は
オートデスク製品とともに配布されませんが、オートデスクから入手できます。

SAMreport-Lite を使用すると、ソフトウェアライセンスの管理に役立ちます。
詳細は、SAMreport-Liteを参照してください。
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アンインストールとメンテナンスの疑問

どうすれば、既定のインストレーションの内

容を確認できますか?

既定のインストレーションでインストールされる内容を確認するには、製品の

[環境設定]ページまでインストール手順を進めます。そこで選択されている製品
が、既定のインストレーションでインストールされます。選択した製品ボックス

をクリックして環境設定パネルを開くと、サブコンポーネントと機能の既定の設

定を確認できます。

機能を追加または削除するときに、インスト

レーションフォルダを変更できますか?

製品をインストールした後は、インストレーションパスを変更することはでき

ません。機能を追加するときにパスを変更すると、プログラムが破損することが

あるので、変更はできません。

どうすれば、製品をインストールした後に、

ツールとユーティリティをインストールでき

ますか�

製品メディアから再度インストーラを実行し、最初の画面で[ツールとユーティ
リティ]をクリックします。インストーラで、ツールとユーティリティの選択、
環境設定、インストールを行います。
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製品を修復するのではなく再インストールす

るのはどんなときですか?

プログラムで必要なファイルを誤って削除したり変更した場合に、製品を再イン

ストールします。失われたファイルや変更されたファイルは、製品のパフォーマ

ンスに悪影響を与えます。また、コマンドの実行やファイルの検索を試みたとき

にエラーメッセージが表示される原因になります。

インストールの修復に失敗した場合は、次善の策として再インストールがありま

す。

製品を再インストールする場合、製品メディ

アは必要ですか?

はい。製品を再インストールするときに、製品メディアを挿入するように求めら

れます。製品がネットワーク配置からインストールされた場合は、後で Service
Pack が追加されるなどして変更されたものではない元の配置にアクセスする必
要があります。

ソフトウェアをアンインストールするとき、

システムにはどのようなファイルが残ります

か?

製品をアンインストールすると、作成または編集したファイル(たとえば、図面

やカスタムメニュー)など、一部のファイルがコンピュータに残ります。

また、ライセンスファイルもコンピュータに残ります。同じコンピュータに再

インストールする場合、ライセンス情報は有効なままなので、再度製品のアク

ティベーションを行う必要はありません。
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用語集

Service Pack 一般に多数のコード修正を含む重要なアプリケーションパッチに対するオートデ
スク用語。

アクティベーションオートデスクソフトウェア登録手続きの一部で、これにより、製品のエン

ドユーザライセンス使用許諾同意書に基づいて製品を実行することが許可されます。

インストレーションイメージ 1 つまたは複数の MSI ファイルとその関連データファイル、関連
するトランスフォーム、追加のユーザ固有のカスタムファイル、プロファイル、レジストリ設定

からなる配置。

管理イメージ配置プロセスにより作成された共有ファイルリソースのコレクションで、プログ

ラムをネットワークコンピュータにインストールするために使用されます。

言語パックインストールされるファイルのセットで、一部のオートデスク製品で使用されます。

ユーザは言語パックで指定された言語を使用して、アプリケーションで作業できるようになりま

す。

言語ファミリ通常は地理的な分類に基づいて、一緒に配布される言語のセット(中核製品と言語

パック)。すべてのオートデスク製品についてこの方法で言語が配布されるわけではありません。

サイレントモード一切のユーザ入力が不要なインストール。ユーザの関与を必要とするダイア

ログボックスはまったく表示されません。

ネットワークライセンスインストレーション複数のコンピュータに製品をインストールし、ラ

イセンスの配布は Network License Manager で処理されるインストレーション。

配置ネットワーク上の 1 つまたは複数のコンピュータにオートデスク製品をインストールする
処理。

パッチアプリケーションを更新するソフトウェア。

ホットフィックス少数のコード修正を含むマイナーなアプリケーションパッチに対するオート

デスク用語。
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マルチシートスタンドアロンインストレーション 1 つのシリアル番号を使用して、製品の複
数のスタンドアロンシートをインストールするインストレーション。

ライセンス転送ユーティリティオートデスク·サーバを使用して、コンピュータ間でオートデ
スク製品のスタンドアロンライセンスの転送に使用されるツール。転送元と転送先のコン

ピュータの両方でインターネット接続が必要です。
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